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本日、１２月１５日（木）、本校の英語学習の様子が
テレビ局４社（ＲＳＫ・ＯＨＫ・ＫＳＢ・ＴＳＣ）と
山陽新聞社から取材を受けました。１０月から毎朝１
０分間取り組んでいるアプリを活用したモーニングイ
ングリッシュと、２Ａの英語の授業が取材されました。
備前市教育委員会からは教育長の松畑先生が来校され、
モーニングイングリッシュと２Ａの英語の授業を参観
されました。
生徒たちはいつものように、タブレットとヘッドセ

ットを用意し、モ
ーニングイングリッシュをスタートさせました。多く
の報道関係者の方が取材されていましたが、緊張する
こともなく、普段通り、アプリのＡＩを相手にコミュ
ニケーション学習を行いました。１校時目の２Ａの英
語は柿﨑先生とジェームス先生のＴＴ（ティームティ
ーチング）で、非常に英語量の多い授業でした。ペア
で学習に取り組むなど、協働学習が展開されていまし
た。休み時間には数名の生徒が報道関係の方からイン
タビューやコメントを求められ、英語学習の成果など
について堂々と受け答えすることができました。
令和３年１月、文部科学大臣の諮問機関である中央教育審議会から「『令和の日本型学

校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協
働的な学びの実現～」という答申が出されました。現在、学校現場はそのグランドデザイ
ンに基づいて新たな教育への挑戦を開始しています。本日取材を受けたモーニングイング
リッシュは【個別最適な学び】、２Ａの英語の授業は【協働的な学び】でした。三石中学
校では、今後も引き続き、全ての生徒たちの可能性を引き出すことを目標に、個別最適な
学びと協働的な学びを一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善を進めて参ります。


